
主催：NPO法人 大杉谷自然学校 

 

 

「聞き書き甲子園」に学ぶ 

聞き書きの手法 
 

～地域に残る先人の知恵を未来に継承する方法として、聞き書きの手法を学んでみませんか～ 

 

 

 

●日時  平成 26年 12月 12日（金）13：3０～17：00 

●内容  「聞き書き甲子園」は、毎年100人の高校生が、森や海・川の「名人」100人を 

訪ね、その知恵や技術、ものの考え方や人となりを「聞き書き」し、記録する活動です。 

今回、「聞き書き甲子園」を主催する共存の森ネットワークより吉野奈保子氏に 

お越しいただき「聞き書き」の手法を学びます。 

「聞き書き」は、話し手の言葉を録音し、一字一句すべてを書き起こしたのち、 

ひとつの文章にまとめる手法で、森や海・川の自然と、暮らしとのつながりを、 

そこに生きる人から直接学ぶことができます。 

●講師  NPO法人共存の森ネットワーク 事務局長 吉野奈保子氏 

●場所  大杉谷地域総合センター（三重県多気郡大台町久豆１９９） 

●対象  １８歳以上の興味、関心のある方 

●参加定員 １５名（先着順） 

●参加費 無料 

●集合解散 現地集合、現地解散です。    

●詳細  ご不明な点は、お手数ですが大杉谷自然学校までお問い合わせ下さい。 

詳細は、お申し込み後に郵送いたします。 

 

【講師プロフィール】 

 吉野奈保子氏 

認定NPO法人「共存の森ネットワーク」理事・事務局長 

1965年東京生まれ。津田塾大学卒。出版社勤務の後、1991年より民族文化映像研究所所員として、 

日本各地の農山漁村の生活文化を調査、映像で記録する。2002年よりNPO法人樹木・環境ネット 

ワーク協会のスタッフとして「聞き書き甲子園」の運営を担当。2007年、同活動に参加した学生たちと 

ともにNPO法人共存の森ネットワークを設立。今年、第13回を迎えた「聞き書き甲子園」は、農林水産省、

文部科学省環境省などともに同NPOが事務局を担う。東京農業大学農山村支援センター学術研究員兼務。 

 

 

この事業は地球環境基金の助成を受けて行っています   

 


